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＜連絡事項＞

· 田名部　浩平様～利用申し込みを本人様と母親が提出されに来られ、月・水・金通所したいとのこ

と。医師に確認後、来週の水曜日に母親が来所された際返事をし、金曜日から通所開始する予定。

＜利用者様情報＞

· 大下　良悦様（56）　統合失調症

弟様からデイのプログラム内容等について「高い金を払っているのだから学校の教科書を買って勉強させろ」等不満の電話あり。本人様の病状不安定になり入院の希望を弟様に伝えるも「お金がないから入院はさせられない」と話される。また、本人様は「弟に言われたから毎日利用する」と話されるも実行されていない。弟様に一度病院へ来て頂き話合いをしたいことを伝えるも「足が悪いから行けない」と話される。6月29日大下様の生活保護の担当者と通所リハビリテーション室長が自宅訪問している。

●家の様子

現在、母親と弟様、本人様の3人暮らしである。物が散乱しており、部屋中物で溢れている。掃除されていない様子で臭いもある。

●家族の様子

母親と弟様は足が悪く身体障害がある為、外出は難しい。

●弟様のデイケアに対する要望　

・多くお金を渡すとタバコを買ってしまうので本人様には１日100円渡している。タバコは1日3本渡している。シケモク等していたら連絡してほしい。何かあった時は必ず電話して報告してほしい。

・わけの分からないプログラムをさせるんではなく、高い金を払っているのだから学校の教科書を買って勉強させてほしい。

・お金がないから入院は無理だ。

・本人は食事の準備などをして母の面倒を見ていると話しているが、買い物はして貰っているが食事は母が作っている。本人が嘘をつくのが多い。デイでは何を教えているのか。

●弟様へ説明したデイケアでの対応

・本人様に今後何かあった場合は電話連絡する。

・プログラム予定表を使用しプログラムの必要性を説明し、自主活動・わがままクラブでは漢字・計算プリントをして頂くことを説明。

・生活保護を受けているので入院費の心配はないこと、障害者年金の為、デイケアにお金がかからない事の説明。

●デイケアで実施していく今後の対応

・服薬の確認が出来ていないので訪問看護を入れるよう促す。

・家の中が散乱している為、ヘルパーを入れるよう促す。

・本人様と面談を行い、利用日を確定する。

＜ケア検討会議＞

本多　冨美様（36歳）　アルコール依存症　人格障害

現在、東病棟入院中。退院後はデイケア利用予定。

主な討議項目―スタッフ紹介及び退院までの目標の設定と最終的な目標の確認

	目標
	目標達成する為の本人の役割

	①体重減少
	1 目標値（現在95.7㎏　目標64㎏）に向かって決められたプログラムを実施する。体重管理の知識を得る。



	②不安の軽減
	②不安を感じた時に職員へ訴える練習をする。

	③対人交流技術の獲得
	③デイケア・青明舎を見学し、体験利用をしてみる。



	④身体管理
	④病気の理解を深める。血液検査データの個人管理による生活面の振り返りを行う。

	⑤退院後も生活リズムを崩さない
	⑤日課表を作成する。外泊訓練中も日課表を基本にした規則正しい生活を送る練習をする。

	⑥趣味を見つける
	


二週間後、本人様を交え再度ケア検討会議を行う予定。

＜青山荘定例会議報告・検討＞

※報告は資料参照

平　康子様（56歳）　統合失調症　　（久保田クリニック式評価と合わせて検討を実施）

	
	スタッフ評価

	A身だしなみ
	５・４・③・２・１

	B生活リズム
	 eq \o\ac(○,5)・４・３・２・１

	C疎通性
	５・４・③・２・１

	D自己表現
	５・４・③・２・１

	E柔軟性
	５・④・３・２・１

	F集中力と根気
	５・４・３・②・１

	G常識的行動・マナー
	５・４・③・２・１

	Hデイケア外での対人交流
	５・４・③・２・１

	I余暇・社会資源の利用
	５・４・３・②・１

	Jデイケア内での役割意識と行動
	５・４・③・２・１


○検討

自己評価が低い為、すぐ諦めてしまうことが多いので、スタッフが付き添い一緒に行ったり、意欲・自発性が低い為、プログラムへの取り組みに時間を要する事があるので声掛けし最後までプログラムが出来るよう促す。

＜青山荘定例会議報告　資料＞

村田　昭一様～　自主活動のバーベキュー、田面木クリーン作戦に参加。月曜日も活動に参加。暑いせいか、仕事後、談話室で横臥になっていることあり。

中居　松男様～　自主活動のバーベキューでは、リーダーではないが中心となって参加。指示的な言動はない。田面木クリーン作戦では、少し気分の高揚気味である。今週末、タンスの中を種類別に分類する予定。靴下に穴が空いていた為捨てるよう声掛けしている。

田名部　一樹様～自主活動のバーベキューでは、おにぎり作りをされ「熱くてできない」と話されている。一人でバス利用するようにしているとのこと。6月28日に新山様から箸を取ったという疑いをかけられ暴力行為受けている。「いきなり5発殴られた」と話される。青南病院入院中から度々暴力行為を受け「怖い」と話される。両親連絡、日赤病院救急受診し異常なし。特に処置の指示なし。現在、外泊中だが本日青山荘に戻られるとのこと。

巴　勇樹様～自主活動のバーベキューでは、おにぎり作りを行う。周囲を見ながら行われる。バスの利用は「一人でもちゃんと出来る」と話す。外泊時、ベストとパンツを購入。年金・手帳の話はしなかったとのこと。

大久保　康弘様～自主活動のバーベキュー、田面木クリーン作戦に参加。他者と交流しながら参加している。6月28日、23時まで部屋の電気がついており「電気をつけたまま寝た。トイレに起きた時かもしれない」と話される。また、「夜間、時折目が覚める」と話されている。

田澤　勝敏様～バーベキューでは自室におり、準備終わる頃にスタッフ気付き、声掛けにて参加されている。田面木クリーン作戦では、せんべい汁とおにぎりを隅で一人黙々と食べている。自分で食事を準備する際、カップラーメン・おにぎり・サラダを購入し「これしか食べたことがない」と話される。スタッフが違う物も購入するよう話している。

関　秀治様～　バーベキューでは自主的に様々な役を行う。田面木クリーン作戦では、自分でホワイトボードで地域やメンバーを確認している。職親見学ではメモを取りながら参加。職親見学の振り返りでは「一人でネクタイが結べなかったから結べるように練習していく」と話す。

袴田　淑子様～6月24日一人で歯科受診している。初め不安訴えられ「行かない」と話されているも再度声掛けにて一人で出掛けられている。

平　康子様～　バーベキューでは、皆が準備しているが一人ソファーに座り「スタッフが率先してやるんでしょ。出来ない。」と話す。強く勧めて参加して頂いている。田面木クリーン作戦では「出なくてもいいでしょ。行きたくない。」と話されるも再度声掛けにて参加し「歩きました」と話す。6月28日腰痛で早目に帰荘している。下村さんに腹立って声を少し出してしまった。普段きれそうになることもあるけど、分が悪くなるから止めた。」と話す。

清水　泰雅様～バーベキューでは、手洗い後おにぎり作りを手伝っている。田面木クリーン作戦では、少し離れて歩く事多い。6月28日自炊しています。食パンにチーズ、カップラーメン、コロッケを食べておられ「毎日だと飽きる」と話される。スタッフが違う物も食べるよう話すと「朝だけなら一週間大丈夫そう」と話され、今週一週間朝食作りを行う予定。

関口　禅様～職親説明会の際「はっきり行ってくれないと困る」と表情硬い。バーベキューは「楽しかった」と話す。「五十肩体操は毎日行っていて良くなってきている。外泊時鉄アレイ購入したい」と話す。

番沢　政勝様～　職親見学では、人影の後につかれたり、物陰に隠れたりして消極的である。どういう人材が求められると思うかという問いに「コミュニケーションがとれる人。たくましい人。」と答えられる。バーベキューでは、自主的に周囲に手伝いを求めている。田面木クリーン作戦が終了後、私的用事の為すぐ帰られている。

　　　　　　　　夜何度か目覚めることがある。調子悪いのかな。寝れば大丈夫」と話される。




















































